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ラ
イ
オ
ン
が
実
施
し
た
調

査
で
は
、
20
代
～
50
代
の
健

康
な
男
女
16
名
（
う
蝕
・
歯

周
病
が
無
い
人
）を
対
象
に
、

歯
み
が
き
前
後
の
唾
液
の
変

化
を
分
析
し
た
結
果
、
５
分

間
の
歯
み
が
き
後
の
唾
液

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
（
Ｈ
１
Ｎ
１
株
）
に
対

し
て
顕
著
な
感
染
抑
制
効
果

を
示
し
た
。
具
体
的
に
は
、

ウ
イ
ル
ス
の
細
胞
感
染
を
抑

え
る
力
が
、
歯
み
が
き
前
の

60
％
か
ら
、
わ
ず
か
５
分
後

に
は
90
％
へ
と
上
昇
。
さ
ら

に
、
１
時
間
後
で
も
83
％
の

高
い
不
活
化
能
が
維
持
さ
れ

て
い
た
。

る
。

　

単
な
る
製
品
開
発
を
超

え
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

の
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
の
価
値
を

再
定
義
す
る
─
─
企
業
の
情

熱
と
科
学
的
冷
静
さ
が
融
合

し
た
、
未
来
志
向
の
経
営
判

断
の
結
晶
と
い
え
る
。

　

日
々
の
習
慣
が
変
わ
る
中

で
、
歯
み
が
き
は
「
清
潔
」

を
超
え
、「
健
康
を
支
え
る

社
会
習
慣
」
と
し
て
の
役
割

を
担
い
始
め
て
い
る
。

　

こ
の
成
果
は
、
オ
ー
ラ
ル

ケ
ア
関
連
企
業
に
対
し
て
も

大
き
な
示
唆
を
与
え
て
お

り
、
製
品
の
あ
り
方
そ
の
も

の
を
問
い
直
す
契
機
と
な

る
。
こ
れ
ま
で
の
オ
ー
ラ
ル

ケ
ア
製
品
は
、「
虫
歯
予
防
」

「
歯
周
病
予
防
」
と
い
っ
た

口
腔
内
の
疾
患
予
防
に
主
眼

が
置
か
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
今
回
の
知
見
は
、

製
品
群
を
「
全
身
の
免
疫
力

の
基
礎
的
な
防
御
力
強
化
」

と
い
う
よ
り
広
範
な
ウ
ェ
ル

ネ
ス
市
場
へ
と
位
置
づ
け
直

す
可
能
性
を
開
い
た
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
衛

生
意
識
が
高
ま
っ
た
現
代
に

お
い
て
、「
息
を
爽
や
か
に

す
る
」
と
い
っ
た
感
性
的
な

価
値
だ
け
で
な
く
、「
感
染

症
へ
の
備
え
」
と
い
う
機
能

的
価
値
を
科
学
的
エ
ビ
デ
ン

ス
と
と
も
に
提
供
で
き
る
こ

と
は
、
製
品
の
高
付
加
価
値

化
と
市
場
拡
大
に
直
結
す
る
。

　

ラ
イ
オ
ン
は
、
研
究
論
文

（
２
０
２
５
年
７
月
19
日
付

で
英
国
歯
科
医
師
会
が
発
行

す
る
科
学
雑
誌
「
Ｂ
Ｄ
Ｊ 

Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
」
に
掲
載
）
に
加

え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
す
る
研
究
も
報
告
し
て

お
り
、「
唾
液
」
を
中
心
と

し
た
健
康
維
持
へ
の
貢
献
を

加
速
さ
せ
る
方
針
だ
。

　

今
回
の
研
究
は
、
試
験
管

内
（
ｉ
ｎ 

ｖ
ｉ
ｔ
ｒ
ｏ
）

で
の
実
験
で
あ
り
、
実
際
の

感
染
予
防
効
果
を
直
接
示
す

も
の
で
は
な
い
と
い
う
限
界

も
あ
る
が
、「
丁
寧
な
歯
み

が
き
行
動
」
が
、
感
染
症
へ

の
備
え
と
い
う
現
代
社
会
の

課
題
に
直
結
す
る
「
未
病
ケ

ア
」
の
最
前
線
と
な
る
こ
と

を
鮮
明
に
描
き
出
し
た
ラ
イ

オ
ン
の
戦
略
は
評
価
に
値
す

さ
れ
た
。

　

こ
の
結
果
は
、
丁
寧
な
歯

み
が
き
に
よ
っ
て
口
腔
内
の

清
潔
度
が
高
ま
り
、
唾
液
が

本
来
持
つ
免
疫
機
能
（
特
に

Ｉ
ｇ
Ａ
抗
体
な
ど
）
が
よ
り

効
果
的
に
働
く
環
境
が
整
う

こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

　

神
奈
川
歯
科
大
学
の
槻
木

恵
一
副
学
長
も
、「
口
腔
ケ

ア
に
よ
っ
て
唾
液
の
免
疫
機

能
が
向
上
す
る
と
い
う
今
回

　
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
が
「
全
身
の
免
疫
力
を
支
え
る
」
時
代
へ
―
―
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
す
る
中
、
日
常
の
何
気
な
い
習
慣
が
持
つ
「
防
御
力
」
が
、
科
学
の
目
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ラ
イ
オ
ン
は
、
歯
み
が
き
が
唾
液
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
不
活
化
能
を
有
意
に
高
め
る
こ
と
を
、
世
界
で
初
め
て
確
認
し
た
。
こ
の

発
見
は
、
口
腔
ケ
ア
が
単
な
る
清
潔
維
持
に
と
ど
ま
ら
ず
、
感
染
症
リ
ス
ク
の
低
減

と
い
う
「
全
身
の
健
康
維
持
」
に
深
く
関
わ
る
こ
と
を
、
定
量
的
に
示
し
た
点
で
画

期
的
だ
。
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
市
場
に
お
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
兆
し
と
も
言
え
る

だ
ろ
う
。

　

こ
こ
数
年
、
社
員
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
情
報
を
発

信
す
る
「
社
員
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
」
が
増
加
し
て

い
る
。
特
に
ア
パ
レ
ル
業

界
で
は
各
店
員
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
て

新
商
品
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
の
提
案
を
積
極
的
に
発

信
し
て
い
る
。
中
に
は
ブ

ラ
ン
ド
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

と
は
別
に
ス
タ
ッ
フ
個
人

で
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン

ト
を
作
り
、
来
店
客
と
直

接
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
交
換
し
て

新
商
品
や
招
待
制
の
イ
ベ

ン
ト
の
案
内
を
送
る
な
ど

し
て
、
来
店
動
機
に
つ
な

げ
て
い
る
例
も
あ
る
。

　

弊
紙
の
「
小
売
ナ
ビ
」

で
あ
る
店
舗
を
取
材
し
た

際
に
も
、
店
舗
ス
タ
ッ
フ

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
化

に
向
け
た
取
り
組
み
に
関

す
る
話
を
耳
に
し
た
。
都

心
部
か
ら
離
れ
た
店
舗
ほ

ど
顧
客
と
店
員
と
の
距
離

感
が
近
い
傾
向
に
あ
る
た

め
、
店
員
の
発
信
が
固
定

客
の
獲
得
に
つ
な
が
り
や

す
い
と
い
う
。
外
部
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に
依
頼

す
る
よ
り
も
費
用
を
抑
え

ら
れ
る
点
も
、
企
業
側
に

と
っ
て
は
メ
リ
ッ
ト
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
社
員
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
の
多
く
は
通

常
の
業
務
と
兼
務
し
て
い

る
た
め
、
業
務
量
が
負
担

に
つ
な
が
り
や
す
い
課
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
厚

生
労
働
省
の
令
和
６
年
雇

用
動
向
調
査
に
よ
る
と
、

卸
売
業
・
小
売
業
で
は
離

職
率
が
入
職
率
を
上
回
っ

て
い
る
。
社
員
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
化
を
進
め
る

場
合
は
、
報
酬
だ
け
で
な

く
業
務
量
の
調
整
を
は
じ

め
と
し
た
包
括
的
な
サ
ポ

ー
ト
体
制
の
整
備
も
重
要

だ
。　　
　
　
　
　
　
（
上
）

社
員
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

５
分
の
歯
み
が
き
で
、唾
液
の

ウ
イ
ル
ス
抑
制
力
が
劇
的
に
向
上

「
予
防
」か
ら「
防
御
力
強
化
」へ

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
鍵
は

「
総
細
菌
数
の
減
少
」

　

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
効

果
の
背
景
に
あ
る
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
だ
。

　

研
究
で
は
、
歯
み
が
き
後

に
唾
液
中
の
総
細
菌
数
が
減

少
し
た
人
ほ
ど
、
ウ
イ
ル
ス

不
活
化
能
の
向
上
が
大
き
い

と
い
う
明
確
な
相
関
が
確
認

ライオン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
不
活
化
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
世
界
で
初
め
て
解
明

オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
は「
全
身
の
免
疫
サ
ポ
ー
ト
」へ

の
研
究
結
果
は
、
他
に
例
を

見
な
い
新
た
な
発
見
」
と
高

く
評
価
し
て
い
る
。

図 研究成果の概要（イメージ）

平素より「週刊粧業」をご愛読いただき、誠にありがとうございます。
このたび、紙代や燃料費、人件費などの高騰を受け、誠に恐縮ではございま
すが、弊誌「週刊粧業」の一部商品につきまして、価格改定を実施させてい
ただくこととなりました。
これまでコスト上昇を抑えるべく様 な々努力を重ねてまいりましたが、今後も安定
した紙面発行および取材活動を継続し、読者の皆様により充実した情報をお
届けするため、やむを得ず下記の通り価格を改定いたします。

　●「週刊粧業」改定内容（2026年1月1日より）
　　・紙面版：16,500円 → 19,800円
　　・デジタル紙面版：14,850円 → 17,820円
　　・デジタル紙面版＋紙面版：19,800円 → 23,650円

お客様にはご負担をおかけすることとなり、心よりお詫び申し上げます。
今後も、業界の動向を的確に捉えた信頼性の高い情報発信に努めてまいりま
すので、引き続きご愛読賜りますようお願い申し上げます。

●「週刊粧業」価格改定のお知らせ●


